
(57)【要約】

【課題】ドーピング深さを広く可変する。

【解決手段】プラズマ室１１と、プラズマ室１１に接続

する導波管２１と、引出し電極３１、３２、３３とを設

け、直流アーク放電、導波管からのマイクロ波ＭＷの一

方または双方によって生成するプラズマＰからのイオン

をイオン引出口１１ｂからイオンビームＩb として放出

させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ィ ラ メ ン ト を 組 み 込 み 、 原 料 ガ ス を 導 入 す る プ ラ ズ マ 室 と 、 長 辺 側 を 前 記 プ ラ ズ マ 室
の 軸 方 向 に し て 前 記 プ ラ ズ マ 室 の 周 側 面 に 接 続 す る 断 面 長 方 形 の 導 波 管 と 、 該 導 波 管 と 相
対 向 す る 前 記 プ ラ ズ マ 室 の イ オ ン 引 出 口 に 付 設 す る 引 出 し 電 極 と を 備 え て な り 、 前 記 プ ラ
ズ マ 室 は 、 直 流 ア ー ク 放 電 、 前 記 導 波 管 か ら の マ イ ク ロ 波 の 一 方 ま た は 双 方 を 選 択 し て 原
料 ガ ス を プ ラ ズ マ 化 し 、 プ ラ ズ マ か ら の イ オ ン を 前 記 イ オ ン 引 出 口 か ら イ オ ン ビ ー ム と し
て 放 出 す る こ と を 特 徴 と す る イ オ ン 源 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 プ ラ ズ マ 室 に は 、 前 記 導 波 管 か ら の マ イ ク ロ 波 に 対 す る 電 子 サ イ ク ロ ト ロ ン 共 鳴 磁
界 の 数 分 の １ の 磁 界 を 軸 方 向 に 加 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の イ オ ン 源 。
【 請 求 項 ３ 】
　 磁 界 を １ ０ ～ ３ ０ ｍ Ｔ に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の イ オ ン 源 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 基 板 に 対 す る ド ー パ ン ト の ド ー ピ ン グ 深 さ を 広 く 可 変 す る こ と が で き る イ
オ ン 源 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 Ｌ Ｓ Ｉ な ど の 半 導 体 デ バ イ ス を 量 産 す る と き 、 ド ー パ ン ト の ド ー ピ ン グ 深 さ を 変 え る
た め に 、 単 原 子 イ オ ン と 分 子 イ オ ン と を 切 り 換 え て 基 板 に 注 入 す る こ と が で き る イ オ ン 源
が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の も の は 、 マ イ ク ロ 波 電 力 を 投 入 し て 原 料 ガ ス を プ ラ ズ マ 化 し 、 ド ー ピ ン グ 用 の イ オ
ン を 放 出 す る マ イ ク ロ 波 イ オ ン 源 に お い て 、 プ ラ ズ マ を 生 成 す る プ ラ ズ マ 室 の 容 積 を 機 械
的 に 可 変 す る こ と に よ り 、 た と え ば Ｂ Ｆ 3  の 原 料 ガ ス を 使 用 し て Ｂ Ｆ 2

+ ま た は Ｂ +  を 選 択
し て 放 出 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 プ ラ ズ マ 室 の 容 積 は 、 プ ラ ズ マ 室 の 相 対 向 す る ２ 壁
面 を 逆 方 向 に 平 行 移 動 さ せ 、 ま た は 、 プ ラ ズ マ 室 に 内 蔵 す る 可 動 部 材 を 平 行 移 動 ま た は 回
転 移 動 さ せ て 変 化 さ せ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ７ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 か か る 従 来 技 術 に よ る と き は 、 プ ラ ズ マ 室 は 、 そ の 容 積 を 機 械 的 に 可 変 す る か ら 、 構 造
が 複 雑 に な る ば か り で な く 、 可 動 部 材 を 組 み 込 む こ と に よ り 内 部 の 作 動 雰 囲 気 を 損 う お そ
れ が あ る 上 、 マ イ ク ロ 波 イ オ ン 源 で あ る た め 、 プ ラ ズ マ 生 成 用 の 電 子 エ ネ ル ギ が 高 く な く
、 極 深 ド ー ピ ン グ 用 の Ｂ + + の 発 生 が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 か か る 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み 、 プ ラ ズ マ の 生 成 手 段 を 直 流
ア ー ク 放 電 、 マ イ ク ロ 波 の 一 方 ま た は 双 方 に 切 り 換 え る こ と に よ っ て 、 放 出 す る イ オ ン の
種 類 を 電 気 的 に 選 択 し 、 ド ー ピ ン グ 深 さ を 広 く 可 変 す る こ と が で き る イ オ ン 源 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 の 構 成 は 、 フ ィ ラ メ ン ト を 組 み 込 み 、 原 料 ガ ス を
導 入 す る プ ラ ズ マ 室 と 、 長 辺 側 を プ ラ ズ マ 室 の 軸 方 向 に し て プ ラ ズ マ 室 の 周 側 面 に 接 続 す
る 断 面 長 方 形 の 導 波 管 と 、 導 波 管 と 相 対 向 す る プ ラ ズ マ 室 の イ オ ン 引 出 口 に 付 設 す る 引 出
し 電 極 と を 備 え て な り 、 プ ラ ズ マ 室 は 、 直 流 ア ー ク 放 電 、 導 波 管 か ら の マ イ ク ロ 波 の 一 方
ま た は 双 方 を 選 択 し て 原 料 ガ ス を プ ラ ズ マ 化 し 、 プ ラ ズ マ か ら の イ オ ン を イ オ ン 引 出 口 か
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ら イ オ ン ビ ー ム と し て 放 出 す る こ と を そ の 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 プ ラ ズ マ 室 に は 、 導 波 管 か ら の マ イ ク ロ 波 に 対 す る 電 子 サ イ ク ロ ト ロ ン 共 鳴 磁 界
の 数 分 の １ の 磁 界 を 軸 方 向 に 加 え る こ と が で き 、 磁 界 を １ ０ ～ ３ ０ ｍ Ｔ に 設 定 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 発 明 の 構 成 に よ る と き は 、 プ ラ ズ マ 室 は 、 フ ィ ラ メ ン ト か ら の 熱 電 子 を 利 用 す る
直 流 ア ー ク 放 電 を 選 択 す る と 、 直 流 放 電 型 イ オ ン 源 と し て 作 動 さ せ る こ と が で き 、 原 料 ガ
ス を プ ラ ズ マ 化 す る プ ラ ズ マ 生 成 用 の 電 子 エ ネ ル ギ が ア ー ク 電 圧 相 当 の 数 １ ０ ～ １ ０ ０ eV
程 度 と な り 、 Ｂ Ｆ 3  の 原 料 ガ ス を 使 用 し て 、 Ｂ +  を 主 体 と し 、 Ｂ + + を 含 む イ オ ン を イ オ ン
ビ ー ム と し て 放 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 導 波 管 か ら の マ イ ク ロ 波 を 選 択 す る と 、 マ イ
ク ロ 波 イ オ ン 源 と し て 作 動 さ せ る こ と が で き 、 電 子 エ ネ ル ギ （ 電 子 温 度 ） が １ ～ ５ ０ eV程
度 と な り 、 Ｂ Ｆ 2

+ や Ｂ +  の 放 出 に 適 す る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 両 者 を 同 時 に 選 択 す る と 、 最
大 １ ５ ０ eV程 度 の 高 い 電 子 エ ネ ル ギ を 実 現 し 、 特 に Ｂ + + を 大 量 に 放 出 す る こ と が で き る 。
プ ラ ズ マ を 生 成 す る た め の 電 子 は 、 ア ー ク 電 圧 に 加 え て 、 導 波 管 の 短 辺 方 向 に 発 生 す る マ
イ ク ロ 波 の 電 界 に よ っ て も 加 速 さ れ 、 全 体 と し て 十 分 大 き な 電 子 エ ネ ル ギ に 加 速 す る こ と
が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 こ の 発 明 は 、 直 流 ア ー ク 放 電 、 マ イ ク ロ 波 の 一 方 ま た は 双 方 を 電 気 的 に 選 択
す る こ と に よ り 、 数 nmオ ー ダ の 極 浅 ド ー ピ ン グ 用 の Ｂ Ｆ 2

+ か ら 、 数 １ ０ ０ nmオ ー ダ の 極 深
ド ー ピ ン グ 用 の Ｂ + + ま で の 各 種 の イ オ ン を 切 り 換 え て そ れ ぞ れ 大 量 に イ オ ン 注 入 す る こ と
が で き 、 ド ー ピ ン グ 深 さ を 広 く 可 変 す る こ と が で き る 。 ま た 、 プ ラ ズ マ 室 は 、 機 械 的 な 可
動 部 材 を 含 ま な い た め 、 そ れ に 伴 う 諸 問 題 を 生 じ る お そ れ が 全 く な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 プ ラ ズ マ 室 は 、 縦 長 の 円 筒 形 な い し 近 似 円 筒 形 や 、 断 面 正 方 形 ま た は 近 似 正 方 形
の 角 筒 形 な ど と し 、 ト ロ コ イ ド 運 動 を 利 用 し て プ ラ ズ マ 生 成 用 の 電 子 を 閉 じ 込 め 、 高 密 度
の プ ラ ズ マ を 安 定 に 発 生 さ せ る た め に 、 軸 方 向 に 磁 界 を 加 え る も の と す る 。 た だ し 、 磁 界
は 、 マ イ ク ロ 波 に 対 す る 電 子 サ イ ク ロ ト ロ ン 共 鳴 磁 界 の 数 分 の １ と し 、 １ ０ ～ ３ ０ ｍ Ｔ （
１ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ガ ウ ス ） に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 マ イ ク ロ 波 イ オ ン 源 は 、 電 子 サ イ ク
ロ ト ロ ン 共 鳴 磁 界 の 数 分 の １ 程 度 の 小 さ い 磁 界 を 加 え る こ と に よ り 、 Ｂ Ｆ 2

+ の 放 出 特 性 に
ピ ー ク が あ る こ と が 新 た に 判 明 し た か ら で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 磁 界 は 、 直 流 放 電 型 イ
オ ン 源 と し て 作 動 さ せ る と き に プ ラ ズ マ 室 に 加 え る 磁 界 と ほ ぼ 同 等 で あ り 、 し た が っ て 、
直 流 ア ー ク 放 電 、 マ イ ク ロ 波 の 一 方 ま た は 双 方 を 選 択 す る す べ て の 作 動 モ ー ド に 対 し 、 磁
界 形 成 用 の 電 磁 石 を 共 通 に 使 用 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 以 っ て 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 イ オ ン 源 は 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ と 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ に 付 設 す る 導 波 管 ２ １ 、 引 出 し 電 極 ３
１ 、 ３ ２ 、 ３ ３ と を 備 え て な る （ 図 １ 、 図 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 プ ラ ズ マ 室 １ １ は 、 縦 長 の 近 似 円 筒 形 に 形 成 さ れ て い る 。 プ ラ ズ マ 室 １ １ の 周 側 面 に は
、 た と え ば 石 英 板 の よ う な シ ー ル 板 １ ５ を 介 し て 閉 じ る マ イ ク ロ 波 Ｍ Ｗ の 導 入 口 １ １ ａ と
、 引 出 し 電 極 ３ １ を 装 着 す る 縦 長 の イ オ ン 引 出 口 １ １ ｂ と が 相 対 向 す る よ う に し て 開 口 さ
れ て い る 。 導 波 管 ２ １ は 、 図 示 し な い マ イ ク ロ 波 発 振 器 か ら の マ イ ク ロ 波 Ｍ Ｗ を 伝 送 す る
断 面 長 方 形 の 導 波 管 で あ っ て 、 フ ラ ン ジ ２ １ ａ を 介 し 、 長 辺 側 を プ ラ ズ マ 室 １ １ の 軸 方 向
に し て 導 入 口 １ １ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 そ こ で 、 マ イ ク ロ 波 Ｍ Ｗ の 導 入 口 １ １ ａ は 、 導 波
管 ２ １ に 適 合 す る 縦 長 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 プ ラ ズ マ 室 １ １ に は 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ 、 電 子 リ フ レ ク タ １ ３ 、 ア ン チ カ ソ ー ド １ ４ が
組 み 込 ま れ て い る 。 電 子 リ フ レ ク タ １ ３ は 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ の 上 部 に 組 み 込 む フ ィ ラ メ ン
ト １ ２ と 一 体 に し て 、 絶 縁 材 １ ２ ａ を 介 し て プ ラ ズ マ 室 １ １ か ら 絶 縁 さ れ て 支 持 さ れ て い
る 。 ま た 、 ア ン チ カ ソ ー ド １ ４ は 、 絶 縁 材 １ ４ ａ を 介 し て プ ラ ズ マ 室 １ １ か ら 絶 縁 さ れ 、
プ ラ ズ マ 室 １ １ の 下 部 に お い て 、 上 部 の フ ィ ラ メ ン ト １ ２ 、 電 子 リ フ レ ク タ １ ３ と 対 向 す
る よ う に し て 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ に は 、 原 料 ガ ス を 導 入 す る 配 管 １ ６
が 接 続 さ れ て お り 、 図 示 し な い 電 磁 石 に よ り 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ 、 電 子 リ フ レ ク タ １ ３ と
ア ン チ カ ソ ー ド １ ４ と を 結 ぶ 軸 方 向 の 磁 界 Ｂ を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 引 出 し 電 極 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ に は 、 そ れ ぞ れ プ ラ ズ マ 室 １ １ の イ オ ン 引 出 口 １ １ ｂ に 対
応 す る ス リ ッ ト ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 引 出 し 電 極 ３ １ は 、 イ オ ン 引
出 口 １ １ ｂ に 直 接 装 着 さ れ て お り 、 引 出 し 電 極 ３ ２ 、 ３ ３ は 、 そ れ ぞ れ 図 示 し な い 円 筒 状
の 絶 縁 材 を 介 し 、 引 出 し 電 極 ３ １ か ら 適 切 な 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ て い る 。 た だ し 、 引 出
し 電 極 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ を 支 持 す る 絶 縁 材 は 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ の 導 波 管 ２ １ を 接 続 す る 側
に 付 設 す る 図 示 し な い ベ ー ス フ ラ ン ジ と と も に 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ 、 引 出 し 電 極 ３ １ 、 ３ ２
、 ３ ３ を 一 体 に シ ー ル す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 プ ラ ズ マ 室 １ １ 内 の フ ィ ラ メ ン ト １ ２ は 、 図 示 し な い 外 部 の 電 源 に よ っ て 加 熱 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ 、 電 子 リ フ レ ク タ １ ３ と プ ラ ズ マ 室 １ １ と の 間 に は 、
ア ー ク 放 電 用 の 電 源 Ｅ 1 が 接 続 さ れ 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ は 、 電 源 Ｅ 2 を 介 し 、 引 出 し 電 極 ３
１ と と も に 対 地 電 圧 が た と え ば ＋ １ ０ ０ kV程 度 に 保 持 さ れ て い る 。 な お 、 ア ン チ カ ソ ー ド
１ ４ は 、 図 示 し な い 外 部 の リ ー ド 線 を 介 し 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ 、 電 子 リ フ レ ク タ １ ３ と 同
電 位 に 保 持 さ れ て い る 。 一 方 、 引 出 し 電 極 ３ ２ は 、 電 源 Ｅ 3 を 介 し 、 対 地 電 圧 が た と え ば
－ １ kV程 度 に 保 持 さ れ 、 引 出 し 電 極 ３ ３ は 、 直 接 接 地 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 プ ラ ズ マ 室 １ １ の 軸 方 向 に 数 １ ０ ｍ Ｔ の 磁 界 Ｂ を 加 え 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ を 加 熱 し て 、
ア ー ク 放 電 用 の 電 源 Ｅ 1 を 作 動 さ せ 、 配 管 １ ６ を 介 し て た と え ば Ｂ Ｆ 3  の 原 料 ガ ス を プ ラ
ズ マ 室 １ １ に 導 入 す る と 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ か ら の 熱 電 子 を 利 用 し て 原 料 ガ ス を プ ラ ズ マ
化 し 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ 内 に 直 流 ア ー ク 放 電 を 生 じ て 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ 内 に 安 定 な 高 密 度 の
プ ラ ズ マ Ｐ を 生 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の と き 、 熱 電 子 は 、 電 子 リ フ レ ク タ １ ３ 、
ア ン チ カ ソ ー ド １ ４ の 間 で 反 転 し な が ら 保 持 さ れ 、 し た が っ て 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ は 、 い わ
ゆ る Ｂ ｅ ｒ ｎ ａ ｓ 型 の 直 流 放 電 型 イ オ ン 源 と し て 作 動 す る 。 プ ラ ズ マ Ｐ か ら の イ オ ン は 、
引 出 し 電 極 ３ １ 、 ３ ２ 間 の 加 速 用 電 界 、 引 出 し 電 極 ３ ２ 、 ３ ３ 間 の 減 速 用 電 界 を 介 し 、 イ
オ ン 引 出 口 １ １ ｂ 、 引 出 し 電 極 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ の ス リ ッ ト ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ を 通
し て 外 部 に イ オ ン ビ ー ム Ｉ b と し て 放 出 さ れ る 。 た だ し 、 こ の と き の イ オ ン は 、 Ｂ +  が 大
部 分 で あ り 、 少 量 の Ｂ + + を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ の 加 熱 を 停 止 し 、 ア ー ク 放 電 用 の 電 源 Ｅ 1 を 停 止 さ せ 、 導 波 管
２ １ に 接 続 す る マ イ ク ロ 波 発 振 器 を 作 動 さ せ る と 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ 内 の 原 料 ガ ス に 導 波 管
２ １ か ら の マ イ ク ロ 波 Ｍ Ｗ を 投 入 し て 原 料 ガ ス を プ ラ ズ マ 化 し 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ を マ イ ク
ロ 波 イ オ ン 源 と し て 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 イ オ ン 引 出 口 １ １ ｂ 、 引 出 し 電
極 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ の ス リ ッ ト ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ を 介 し 、 Ｂ Ｆ 2

+ 、 Ｂ +  を 主 と す る
イ オ ン ビ ー ム Ｉ b を 引 き 出 す こ と が で き る 。 た だ し 、 こ の と き 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ の 軸 方 向
に 加 え る 磁 界 Ｂ を 適 切 に 設 定 す る と 、 Ｂ Ｆ 2

+ の 放 出 量 を 特 に 多 く す る こ と が で き る 。 マ イ
ク ロ 波 イ オ ン 源 は 、 ２ ． ４ ５ GHz の マ イ ク ロ 波 Ｍ Ｗ に 対 す る 電 子 サ イ ク ロ ト ロ ン 共 鳴 磁 界
Ｂ o ＝ ８ ７ ． ５ ｍ Ｔ の 数 分 の １ 相 当 の 磁 界 Ｂ ＝ １ ０ ～ ３ ０ ｍ Ｔ を 加 え る こ と に よ り 、 放 出
す る Ｂ Ｆ 2

+ の イ オ ン ビ ー ム Ｉ b に 顕 著 な ピ ー ク を 生 じ る か ら で あ る （ 図 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ２ を 加 熱 し て 、 ア ー ク 放 電 用 の 電 源 Ｅ 1 を 作 動 さ せ 、 マ イ ク ロ 波
発 振 器 を 併 せ て 作 動 さ せ る と 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ は 、 直 流 放 電 型 イ オ ン 源 、 マ イ ク ロ 波 イ オ
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ン 源 の 両 者 を 併 用 す る イ オ ン 源 と し て 動 作 し 、 主 と し て Ｂ + + の イ オ ン を 大 量 に 放 出 す る こ
と が で き る 。 プ ラ ズ マ 室 １ １ 内 の プ ラ ズ マ 生 成 用 の 電 子 は 、 ア ー ク 電 圧 と 、 磁 界 Ｂ と に よ
る ト ロ コ イ ド 運 動 に 加 え て 、 マ イ ク ロ 波 Ｍ Ｗ の 投 入 に よ っ て も 加 速 さ れ 、 Ｂ + + を 放 出 さ せ
る に 十 分 な 運 動 エ ネ ル ギ を 獲 得 す る こ と が で き る か ら で あ る 。 す な わ ち 、 こ の と き の イ オ
ン ビ ー ム Ｉ b は 、 単 に 直 流 放 電 型 イ オ ン 源 と し て 作 動 さ せ る 場 合 に 比 し て 、 格 段 に 大 き く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の 説 明 に お い て 、 プ ラ ズ マ 室 １ １ は 、 Ｂ ｅ ｒ ｎ ａ ｓ 型 に 代 え て 、 Ｆ ｒ ｅ ｅ ｍ ａ ｎ 型
、 Ｐ Ｉ Ｇ 型 な ど の 他 の 型 式 の 直 流 放 電 型 イ オ ン 源 と し て 構 成 し て も よ い 。 た だ し 、 プ ラ ズ
マ 室 １ １ の 軸 方 向 に 加 え る 磁 界 Ｂ は 、 マ イ ク ロ 波 イ オ ン 源 と し て 作 動 さ せ る と き の 磁 界 Ｂ
＝ １ ０ ～ ３ ０ ｍ Ｔ を 含 み 、 す べ て の 作 動 モ ー ド に 対 し て 共 通 の 電 磁 石 を 使 用 し て 実 現 す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に お い て 、 原 料 ガ ス は 、 必 要 な ド ー パ ン ト の 種 類 に 応 じ て 、 Ｂ Ｆ 3  以 外
の 各 種 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 全 体 構 成 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 全 体 構 成 縦 断 面 説 明 図
【 図 ３ 】 動 作 説 明 線 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｐ … プ ラ ズ マ
　 Ｂ … 磁 界
　 Ｍ Ｗ … マ イ ク ロ 波
　 Ｉ b … イ オ ン ビ ー ム
　 １ １ … プ ラ ズ マ 室
　 １ １ ｂ … イ オ ン 引 出 口
　 １ ２ … フ ィ ラ メ ン ト
　 ２ １ … 導 波 管
　 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ … 引 出 し 電 極

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 特 許 出 願 人 　 　 　 　 　 学 校 法 人 　 金 沢 工 業 大 学
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 理 人 　 弁 理 士 　 　 　 　 　 　 　 松 　 田 　 忠 　 秋
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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